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図１ 表層の水温・塩分分布 図２ 内湾縦断面の鉛直分布 

水温・塩分の状況（図１～３，表１） 
表層の水温は内湾で１１～１２℃，内房海域で１２～１５℃でした。

内湾で平年よりやや高め内房海域では平年並みです。塩分は内湾で２８

～３３，内房海域で３３～３４でした。 
内湾縦断面の鉛直分布では水温１０～１２℃，塩分３１～３４でした。

内房海域の鉛直分布では水温１１～１５℃，塩分３３～３４でした。 
 

赤潮の状況(図４，表１) 

２月中旬に発生していた珪藻赤潮は解消し，今回の調査では赤潮の発

生海域はありませんでした。クロロフィルａ量も１桁～１０μｇ／Ｌ台
に低下しています。 

図４　クロロフィルａ量の変化
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ただし現在も珪藻赤潮を形成し

ていたキートケロス（Chaetoceros 
sp.），スケレトネマ（Skeletonema 
costatum）が優先種であるほか，
夏場の赤潮プランクトン種である

渦鞭毛藻類のシストからの発芽が

観察されていますので，今後の天

候次第では再び赤潮の傾向になる

可能性があります。 
図３ 内房海域の鉛直分布 



貧酸素水塊の状況（図２，５，表１） 
例年より早く貧酸素水塊が出現しました。湾奥東部の底層で溶

存酸素量が低下しています。２月に発生した赤潮によるものだと

思われます。無酸素水化はしていないのでまだ青潮の発生には結

びつきません。 
 
表層の栄養塩類（図６，表１） 
溶存無機態窒素（ＤＩＮ）は内湾で３００～１１００μｇ／Ｌ台，
内房で１００～３００μｇ／Ｌ台，リン酸態リン（ＰＯ４－Ｐ）は
内湾で１桁～３０μｇ／Ｌ台，内房で 1 桁～２０μｇ／Ｌ台でし
た。北部を除く内湾でリン酸態リンの不足が続いています。 
東京湾ではＤＩＮが１００μｇ／Ｌ，ＰＯ４－Ｐが１２．５μｇ
／Ｌを下回るとのりの色落ちになるといわれています。 

 
 
図５ 底層の溶存酸素量分布（ml／Ｌ） 
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富津ベタ

0

200

400

600

800

1
0
/
1

1
0
/
2
1

1
1
/
1
0

1
1
/
3
0

1
2
/
2
0

1
/
9

1
/
2
9

2
/
1
8

3
/
1
0

3
/
3
0

Ｄ
ＩＮ

0

20

40

60

80

100

Ｐ
Ｏ
４
－
Ｐ

 

下洲ベタ･st.１０

0

100

200

300

400

1
0
/
1

1
0
/
2
1

1
1
/
1
0

1
1
/
3
0

1
2
/
2
0

1
/
9

1
/
2
9

2
/
1
8

3
/
1
0

3
/
3
0

Ｄ
ＩＮ

0
5
10
15
20
25
30
35
40
45
50

Ｐ
Ｏ
４
－
Ｐ

 

湊ベタ・st.１２
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図６ のり漁場の栄養塩類量 

（μｇ／Ｌ）の変化 
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黒潮の動き（図７，８） 

大島の西側を北上した黒潮系の沖合水が湾口部付近まで侵入しました。観測後の 6日には金谷沖まで分布
しましたが、のり漁場には達しなかったようです。この間内湾の潮位も急激な上昇はなく，7 日には予測潮
位並みになりました。黒潮はやや離れてきているため今後湾口部への影響は少なくなると考えます。 

 
図７ 黒潮の動き 

（３月４日） 

 

 

 

 

 

図８ 沖合水の分布 

（最大時：東京湾口海

況図，３月６日） 

透明度 水温 塩分 ｐＨ
DO（底
層：ml／
L)

溶存無
機態窒
素

リン酸態
リン
（μｇ／ｌ）

アンモニ
ア態窒
素

クロロ
フィルａ
量

11.3 31.87 8.1 4.3 532 37 141
(9.8) (31.27) (8.3) (6.6) (660) (31) (214)
11.4 32.17 8.2 2.8 436 15 74
(10.4) (31.73) (8.4) (6.5) (567) (13) (155)
11.4 31.90 8.3 3.7 486 4 46
(10.3) (31.73) (8.4) (6.1) (622) (9) (172)
11.1 32.20 8.3 3.6 406 3 27
(10.3) (32.02) (8.3) (5.2) (575) (10) (144)
11.5 32.42 8.3 5.2 407 6 33
(10.4) (32.16) (8.3) (5.7) (562) (13) (151)
11.6 32.22 8.3 4.3 407 3 27
(10.8) (32.08) (8.3) (6.3) (563) (16) (155)

St．８ 12.1 32.90 8.1 4.6 339 11 31
（盤洲Ａブイ） (10.4) (32.27) (8.3) (5.4) (534) (18) (151)

11.6 32.95 7.8 5.1 342 12 36

11.9 33.33 8.2 216 21 18
(11.4) (33.19) (8.3) (388) (15) (86)
12.2 33.49 266 15 18
(11.8) (33.18) (8.3) (398) (14) (90)
14.0 34.64 8.2 142 21 8
(15.1) (34.58) (8.3) (111) (11) (17)
15.4 34.70 8.2 108 16 6
(15.2) (34.54) (8.3) (102) (10) (16)

St．１０ 12.8 34.14 8.2 218 20 17
（下洲沖） (12.2) (33.61) (8.3) (284) (14) (57)
St．１２ 12.4 34.15 8.2 212 22 17
（湊沖） (12.8) (33.86) (8.3) (227) (11) (38)
St．２２ 13.9 34.64 8.3 143 22 9
（保田沖） (14.9) (34.50) (8.3) (120) (12) (20)
St．２４ 13.9 34.60 8.3 140 22 8
（富浦沖） (15.0) (34.59) (8.3) (112) (9) (21)
St．２６ 14.6 34.80 8.3 135 20 12
（館山湾内） (15.6) (34.65) (8.3) (98) (9) (20)
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表１．水質調査結果（表層）

調査点

内
湾
海
域

船橋 3.5

St．１５ 4

ｓｔ．３

調査年月日：平成14年3月4日

St．６ 4.5

St．９ 4.5

盤洲Ｃブイ 3.5

3.5

富津ベタ 4.8

20

内
房
海
域

第２海ほ下 5

ｓｔ．３１ 7

ｓｔ．２３ 26

ｓｔ．１ 20

10

16

22

10.5

3.4

14.9

15.9

15.1

6.1


